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〔
省

令
〕

〇
行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
厚
生
労
働
二
五
）

〔
告

示
〕

〇
有
形
文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

す
る
件
（
文
部
科
学
一
二
）

〇
食
肉
販
売
業
の
振
興
指
針
の
全
部
を
改
正

す
る
件
（
厚
生
労
働
四
〇
）

〇
氷
雪
販
売
業
の
振
興
指
針
の
全
部
を
改
正

す
る
件
（
同
四
一
）

〇
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
死
没
者
改
葬

費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
五
〇
六
〜
五
二
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
五
二
二
〜
五
二
六
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
五
二
七
〜
五
三
八
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
料
金
の
額
及

び
徴
収
期
間
の
変
更
、
特
定
計
量
器
型
式

承
認
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
五
号

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政

不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省

関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

行
政
不
服
審
査
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
の
三
、
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
十
七
号
中
「
六
十
日
」
を
「
三
箇
月
」
に
、「
労
働
局
長
」
を
「
厚

生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
検
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

検
疫
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
の
二
及
び
様
式
第
七
中
「六

十
日

」
を
「三

ヶ
月

」
に
、「60

d
a
y
s

」
を
「th

ree
m
o
n
th
s

」
に
改
め

る
。

（
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
二
条
と
し
、
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
口
頭
意
見
陳
述
等
）

第
三
条

社
会
保
険
審
査
官
は
、
法
第
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
口
頭
意
見
陳
述
の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
と
き
そ
の
他
社
会
保
険
審
査
官
が
相
当
と
認
め
る
と

き
は
、
隔
地
者
が
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
に
よ
つ
て
、
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
事

者
又
は
そ
の
代
理
人
を
当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
の
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
社
会
保
険
審
査
官
が
相
当
と
認

め
る
場
所
に
出
頭
さ
せ
て
こ
れ
を
行
う
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
文
書
の
写
し
を
送
信
し
て
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と

そ
の
他
の
審
理
の
実
施
に
必
要
な
処
置
を
行
う
た
め
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
証
票
）

第
四
条

法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
社
会
保
険
審
査
官
並
び
に
社
会
保
険
審
査

会
の
委
員
長
及
び
委
員
が
携
帯
す
べ
き
証
票
（
以
下
「
証
票
」
と
い
う
。）の
制
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

証
票
の
大
き
さ
は
、
縦
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
七
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
表
紙
は
、
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト

色
皮
製
と
す
る
。

二

表
紙
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
社
会
保
険
審
査
官
」、「
社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
」、「
社
会
保
険
審
査
会
委
員
」
の

文
字
を
金
色
で
表
示
す
る
。

三

表
紙
の
内
側
に
は
、
名
刺
入
れ
を
付
け
る
。

四

用
紙
の
表
扉
に
は
、
脱
帽
正
面
上
半
身
の
写
真
（
縦
三
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
と
す
る
。）を
貼
り
付
け
、
証
票
番
号
、
身
分
、
氏
名
及
び
発
行
年
月
日
を
記
し
、
厚
生
労
働
省
の
刻
印
及

び
厚
生
労
働
大
臣
の
官
印
を
押
す
も
の
と
す
る
。

五

用
紙
は
、
差
換
式
と
し
、
そ
の
大
き
さ
は
、
縦
百
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
六
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

六

証
票
の
形
状
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。
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